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曽
我
部
　
貴
良
（
東
京
海
洋
大
学
・
海
洋
工
学
部
、
松
山
市
）

1
　
私
は
大
学
で
船
や
海
運
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
大
学
で
の
座
学
に
加
え
、
毎
年
一
ヶ
月
以

上
船
に
乗
り
、
航
海
計
画
を
立
て
た
り
、
船
の
入
出

港
を
行
う
実
習
を
し
て
い
ま
す
。

2
　
私
の
将
来
の
抱
負
は
海
運
業
界
へ
就
職
す
る
こ
と
で

す
。
大
学
の
座
学
、
実
習
を
通
じ
て
学
ん
だ
知
識
を

活
か
せ
る
仕
事
に
就
き
、
海
運
業
界
を
支
え
る
一
助

を
担
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木
　
徳
誠
（
早
稲
田
大
学
・
基
礎
理
工
学
部
、
宇
和
島
市
）

池
田
　
真
（
専
修
大
学
・
商
学
部
、
宇
和
島
市
）

1
　
生
ま
れ
も
育
ち
も
宇
和
島
市
。
幼
少
期
か
ら
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
で
野
球
に
没
頭
。
高
校
か
ら
は
弓
道
部
に
所

属
。
趣
味
は
魚
釣
り
、
ア
ジ
を
釣
る
の
が
得
意
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
　
高
校
の
勉
強
で
商
業
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
大
学
で

も
商
業
に
つ
い
て
深
く
広
く
学
ん
で
、
企
業
経
営
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

栗
山
　
一
輝
（
東
京
大
学
・
理
科
一
類
、
宇
和
島
市
）

1
　
東
京
大
学
で
陸
上
運
動
部
に
入
部
し
、
長
距
離
を
専

門
に
し
て
い
ま
す
。
寮
周
辺
は
走
り
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
し
、
東
大
陸
上
部
も
波
に
乗
っ
て
い

る
の
で
、
箱
根
予
選
会
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

2
　
東
大
の
進
学
選
択
を
利
用
し
て
こ
れ
か
ら
変
更
も
あ

り
得
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
材
料
工
学
を
専
攻
し

て
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
等
に
就
職
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
の
開
発
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上
　
貴
博
（
青
山
学
院
大
学
・
文
学
部
、
西
予
市
）
　

1
　
い
つ
も
ラ
グ
ビ
ー
部
に
見
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、

中
学
・
高
校
は
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

基
本
的
に
明
る
く
誰
と
で
も
分
け
隔
て
な
く
接
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

2
　
将
来
は
自
分
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
留
学
を
し
、
自

分
の
好
き
な
英
語
を
生
か
せ
る
職
業
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
目
的
意
識
を
持
っ
て
大
学
四
年
間

を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
井
　
和
哉
（
法
政
大
学
・
文
学
部
、
伊
方
町
）

1
　
法
政
大
学
文
学
部
地
理
学
科
に
通
っ
て
い
ま
す
。
通

学
時
間
が
お
よ
そ
一
時
間
か
か
る
の
で
、
朝
が
つ
ら

く
、
た
び
た
び
朝
食
を
食
べ
ず
に
登
校
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
四
年
間
必
死
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

2
　
私
は
、
大
学
在
学
中
に
G
I
S
学
術
士
と
い
う
資
格

を
取
得
し
て
、
卒
業
後
は
そ
れ
が
活
用
で
き
る
よ
う

な
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
川
　
智
也
（
東
京
大
学
・
文
科
三
類
、
松
山
市
）

1
　
趣
味
は
、
歌
唱
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
読
書
で
、
特
技

は
テ
ニ
ス
や
卓
球
な
ど
ラ
ケ
ッ
ト
競
技
で
す
。
大
学

で
は
留
学
な
ど
、
新
し
い
こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。
南
豫
明
倫
館
の
皆
さ
ん
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

2
　
ナ
チ
ス
に
よ
り
強
制
収
容
か
ら
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
を

救
っ
た
杉
原
千
畝
に
感
銘
を
受
け
て
か
ら
、
外
交
官

を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
際
関
係
や
国
際
法

な
ど
世
界
に
目
を
向
け
た
学
習
を
続
け
邁
進
し
ま
す
。

黒
田
　
悠
介
（
明
治
大
学
・
法
学
部
、
西
予
市
）

1
　
少
年
時
代
は
西
予
市
宇
和
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
と
剣
道
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
長
所
は
、
根
気
強
く
物
事
に
取
り
組
め
る
こ

と
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
　
法
曹
界
で
法
曹
と
し
て
働
け
る
よ
う
、
大
学
と
法
科

大
学
院
で
勉
強
を
頑
張
り
た
い
で
す
。
法
律
を
使
っ

て
社
会
を
よ
り
良
い
方
向
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
る

人
材
に
な
り
た
い
で
す
。

近
藤
　
慎
太
郎
（
早
稲
田
大
学
・
基
幹
理
工
学
部
、
宇
和
島
市
）

1
　
中
学
校
・
高
校
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま

　
　
し
た
。
今
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。

2
　
将
来
は
航
空
機
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
今

は
基
礎
と
な
る
英
語
や
、
数
学
の
勉
強
に
力
を
入
れ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
上
　
裕
一
郎
（
一
橋
大
学
・
法
学
部
、
松
山
市
）

1
　
こ
れ
か
ら
、
明
倫
館
で
専
攻
の
法
学
の
み
な
ら
ず
、

集
団
生
活
や
社
会
規
範
、
文
化
ま
で
広
く
身
に
つ
け

て
い
き
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
茶
道
部
と

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
会
に
入
り
ま
し
た
。

2
　
何
か
一
つ
で
も
、
人
か
ら
信
頼
し
て
も
ら
え
る
長
所

を
持
ち
た
い
で
す
。
具
体
的
に
は
法
律
の
知
識
及
び

そ
の
運
用
で
す
。
そ
れ
を
活
か
し
て
一
般
企
業
で
働

く
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

山
中
　
隆
（
東
洋
大
学
・
国
際
地
域
学
部
、
埼
玉
県
深
谷
市
）

1
　
私
は
か
な
り
の
人
見
知
り
人
間
で
す
。
こ
の
四
年
間

の
明
倫
館
生
活
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
人
と
関

わ
っ
て
い
け
る
人
間
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
　
僕
は
将
来
何
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
ま
だ
は
っ
き

り
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
大
学
で
英
語
を

マ
ス
タ
ー
し
、
世
界
に
出
て
、
外
国
の
人
と
関
わ
る

よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
好
　
哲
平
（
明
治
大
学
・
商
学
部
、
宇
和
島
市
）

1
　
私
は
、
明
治
大
学
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
が
趣
味
の

ひ
と
つ
な
の
で
、
よ
く
近
く
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

に
試
合
観
戦
に
行
っ
て
い
ま
す
。

2
　
私
は
ま
だ
将
来
、
自
分
が
就
き
た
い
仕
事
が
決
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
自
分
に

合
う
も
の
を
見
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

入
寮
生
氏
名
（
大
学
・
学
部
、
出
身
地
）

1
　
自
己
紹
介
　
　
2
　
将
来
の
抱
負

入
寮
生
の
言
葉

▲平成28年4月24日新入寮生歓迎会の前に撮影

目
標
を
持
っ
て
４
年
間
を
過
ご
そ
う

　
28
年
4
月
　
12
人
が
新
し
く
仲
間
入
り

目
標
を
持
っ
て
４
年
間
を
過
ご
そ
う

　
28
年
4
月
　
12
人
が
新
し
く
仲
間
入
り

　平成28年4月、南豫明倫館に新入寮生12人
が仲間に加わった。内訳は1年生が10人、2年、
4年生が各1人。特に1年生は愛媛から上京し
て都会の文化の違いを感じるだろうが、必ず
や素晴らしい経験になるだろう。
　4月24日、新入寮生歓迎会を開いた。4年後
には東京オリンピック・パラリンピックもあ
る。目標をしっかり持って勉学にいそしんで
ほしい。
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近
年
、愛
媛
県
内
の
男
子
の
大
学
進
学
者
が
、県

内
に
留
ま
る
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

近
県
や
関
西
に
も
多
く
進
学
し
、必
然
的
に
東
京

に
来
る
学
生
の
割
合
は
減
少
し
、残
念
な
が
ら
南
豫

明
倫
館
に
入
る
寮
生
も
減
っ
て
い
ま
す
。少
子
化
の

う
え
保
護
者
が
近
く
の
大
学
に
留
め
置
い
て
通
わ

せ
た
い
と
い
っ
た
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、果
た

し
て
こ
の
流
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。わ
た
し
は

こ
の
傾
向
に
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。わ
た
し
が
東
京
で

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
の
は
昭
和
四
十
三（
一
九
六

八
）年
か
ら
の
四
年
間
で
し
た
。ざ
っ
と
五
十
年
前

で
す
。

  　
当
時
友
人
の
多
く
が
東
京
を
目
指
し
ま
し
た
。

全
国
の
学
生
が
集
ま
る
東
京
で
、未
知
の
文
化
や

人
脈
に
そ
れ
な
り
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

長
い
人
生
の
う
ち
の
四
年
間
ぐ
ら
い
都
会
で
過
ご

せ
ば
、生
き
方
や
考
え
方
に
も
幅
が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

得
る
知
識
と
は
違
い
ま
す
。四
年
経
て
ば
愛
媛
に

帰
れ
ば
い
い
の
で
す
。一
度
古
里
と
距
離
を
置
け

ば
、愛
媛
の
豊
か
な
自
然
や
細
や
か
な
人
情
に
気

づ
く
で
し
ょ
う
。

 

　「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ
」と
い
う
言
い
古

さ
れ
た
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。今
ど
き
旅
は
辛
く

厳
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、十
八
歳
に
な
っ

た
健
児
を
馴
染
み
の
な
い
東
京
に
赴
か
せ
、南
豫
明

倫
館
で
共
同
生
活
を
体
験
さ
せ
れ
ば
、協
調
性
が

養
わ
れ
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、き
っ
と
よ
り

成
長
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。手
元
に
置
い
て
甘
や
か

す
の
が
親
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。十
八
歳
に
な
れ
ば

子
は
親
離
れ
し
ま
す
が
、失
礼
な
が
ら
親
の
方
が
子

離
れ
で
き
な
い
ケ
ー
ス
を
散
見
し
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
通
り
、南
豫
明
倫
館
は
東
京
都
小
金

井
市
に
あ
る
男
子
の
学
生
寮
で
す
。鉄
筋
コ
ン
ク

予
）」の
南
と
い
う
意
味
で
す
。余
談
で
す
が
東
京
で

は「
南
豫
」を
す
ん
な
り
読
ん
で
く
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
ま
ま
あ
り
ま
す
。自
信
無
げ
に「
な
ん
し
ょ
う
」と

か「
な
ん
ぞ
う
」と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
、当

初
は
こ
ち
ら
が
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。横
書

き
の
場
合
な
ど「
豫
」を「
予
」と「
象
」に
分
解
し
て

「
な
ん
よ
ぞ
う
」と
読
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。横

書
き
の「
旧
中
山
道（
き
ゅ
う
な
か
せ
ん
ど
う
）」を

「
一
日
中
山
道（
い
ち
に
ち
じ
ゅ
う
や
ま
み
ち
）」と

読
ん
だ
例
と
少
し
似
て
い
ま
す
。

　
南
豫
明
倫
館
は「
倫
」の
字
が
影
響
す
る
の
か
、宗

教
団
体
で
は
な
い
か
と
疑
う
人
も
近
所
に
は
い
ま

す
。通
り
を
挟
ん
だ
寮
の
前
の
住
人
も
、長
く
住
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
近
ま
で
宗
教
施
設
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。確
か
に
道
路
か
ら
眺
め
る
と
、

三
階
建
て
に
窓
が
数
多
く
並
ん
で
お
り
、何
か
の
修

行
道
場
に
で
も
映
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。道
路
脇

に
明
倫
館
の
成
り
立
ち
と
と
も
に「
こ
こ
は
愛
媛
県

の
学
生
寮
で
す
」と
掲
示
し
ま
し
た
。

　
前
号
（
65
号
）
の
「
明
倫
館
だ
よ
り
」
二
面
に

掲
載
し
た
よ
う
に
、
近
く
に
は
武
蔵
野
公
園
と
野

川
公
園
と
い
う
二
つ
の
広
大
な
都
立
公
園
が
あ
り

ま
す
。
小
金
井
市
内
に
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
桜

の
名
所
で
知
ら
れ
る
都
立
小
金
井
公
園
が
あ
り
ま

す
。
園
内
の
一
部
「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
に

は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
建
造
物
三

十
棟
が
移
築
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
京
は
経
済
、政
治
、文
化
な
ど
な
ん
と
い
っ
て

も
世
界
に
誇
る
日
本
の
中
心
都
市
で
す
。四
年
後
に

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。新
宿
、六
本
木
、秋
葉
原
、ス
カ
イ
ツ

リ
ー
、お
台
場
、高
尾
山
、小
笠
原
諸
島
、歌
舞
伎
、落

語
、伝
統
工
芸
、下
町
情
緒
な
ど
魅
力
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。わ
ず
か
四
年
で
い
い
か
ら
東
京
に
、南
豫

明
倫
館
に
住
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
十
二
人
の
新
入
寮
生
の
う
ち
と
り
わ
け
一
年
生
は
、

物
理
的
に
親
の
庇
護
を
離
れ
て
、
新
し
い
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
新
入
寮
生
は
初
め
て
の
共
同
生

活
に
戸
惑
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
入
寮
早
々
は
不

安
そ
う
な
表
情
が
う
か
が
え
ま
し
た
が
、
友
人
も

で
き
、
寮
の
暮
ら
し
に
す
っ
か
り
な
じ
ん
だ
様
子

で
す
。
声
を
か
け
る
と
元
気
な
反
応
が
返
っ
て
き

ま
す
。

▼
逆
に
、
遠
方
に
手
放
す
親
御
さ
ん
の
方
が
、
真
面

目
に
過
ご
し
て
い
る
か
な
ど
と
、
不
安
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
案
じ
る
よ
り
産
む

が
や
す
し
で
す
。
新
入
寮
生
は
親
元
を
離
れ
、
伸

び
伸
び
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
で
田
舎
に
帰
る
と
、

き
っ
と
見
違
え
る
姿
に
成
長
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

▼
共
同
生
活
は
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
の
が
基
本

で
す
。
廊
下
で
す
れ
違
っ
た
り
食
堂
に
入
っ
た
り

す
る
時
に
は
、
挨
拶
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
、
来
年
度
も
新
入
寮
生
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
戸
　
梶
）

明倫館だより 第66号

平成28年度主要行事予定

  4月上旬  新入寮生が入寮

  4月10日 （日） 花見・バーベキュー

  新入寮生に寮則説明

  4月24日 （日） 第1回常務執行理事会

  新入寮生歓迎会

  5月14日 （土） 第2回常務執行理事会

  6月  4日 （土） 第1回定例理事会

  6月18日 （土） 定例評議員会

  7月中旬  中・南予の高校訪問

  8月  4日 （木） 夏季休暇開始

  8月17日 （水） 夏季休暇終了

  9月  3日 （土） 第3回常務執行理事会

10月  8日 （土） 寮生保護者懇談会（宇和島）

   入寮説明会（宇和島）

11月20日 （日） 第4回常務執行理事会・寮祭

12月上旬  中・南予の高校に要請

12月10日 （土） 第5回常務執行理事会・忘年会

  第1回新入寮生書類選考（東京）

12月17日 （土） 第1回新入寮生面接選考（宇和島）

12月26日 （月） 冬季休暇開始

  1月  7日 （土） 冬季休暇終了

  1月15日 （日） 餅つき

  1月21日 （土） 第2回定例理事会

  2月20日 （日） 第6回常務執行理事会

  卒寮生壮行会

  3月11日 （土） 第7回常務執行理事会

  第2回新入寮生書類選考（東京）

  3月18日 （土） 第2回新入寮生面接選考（宇和島）

  出席理事・評議員懇親会（宇和島）

  3月下旬  平成29年度新入寮生が入寮

※予定はお断りなく変更されることがあります。

平成28年

平成29年

館
長
　
　
戸
梶
　
學

知
っ
て
ほ
し
い
南
豫
明
倫
館  

集
ま
れ
大
学
生
！
東
京
に

平成28年度 前期自治委員会

委 員 長

副委員長

〃

企 画

風 紀

〃

情 報

サ ロ ン

会 計

和泉　圭佑

上田　明人

清家　拓郎

千種　健大

八十島　惇

佐々木　昇吾

久保　多賀盛

大和田　凌

黒田　圭太郎

（学生数には大学院生2人を含む）

八 幡 浜
宇　　和
宇和島東
宇和島南
南 宇 和
松 山 東
新　　田
済　　美
済美平成
鳥取中央育英

合　計

5
1
17
3
3
3
1
1
2
1
37

1

1

1

1

1

2
1

4

5

1

6

2

1

3

1

1

2

2

1

3

2

2

1

1

1
3

1

1

1

1

2

1

3

1

1

1
1

1

3

1

1

1

1

1

1

17 

そ
　
の
　
他

16 

早
稲
田
大

15 

立
　
教
　
大

14 

明
　
治
　
大

13 

法
　
政
　
大

12 

日
　
本
　
大

11 

東
　
洋
　
大

10 

専
　
修
　
大

9 

成
　
城
　
大

8 

上
　
智
　
大

7 

国
士
舘
大

6 

國
學
院
大

5 

青
山
学
院
大

4 

一
　
橋
　
大

3 

東
京
工
業
大

2 

東
京
海
洋
大

1 

東
　
京
　
大

（平成28年6月1日現在）

在籍大学

出身高校

平成28年度在寮生  大学・出身高校一覧

合
　
　
計

平成27年度 後期自治委員会

赤松　浩介

宮下　樹

上田　　一朗

近藤　誠志郎

千種　健大

清家　拓郎

加洲　陽太

本城　航

委 員 長

副委員長

〃

整 備

風 紀

情 報

サ ロ ン

会 計

編
集
後
記

❖ 

可
愛
い
子
に
は
旅

❖ 
先
人
の
醵
金
で
建
設

❖ 

宗
教
施
設
で
は
な
い

❖ 
魅
力
あ
ふ
れ
る
東
京

❖ 

南
予
に
象
が
い
る
？

❖ 

明
倫
館
は
経
済
的

リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
、全
員
個
室
で
す
。日
曜
、

祝
日
を
除
き
朝
夕
二
食
付
で
月
額
五
万
五
千
円
。

部
屋
の
電
気
代
は
自
己
負
担
で
す
が
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
無
料
。風
呂
も
毎
日
沸
い
て
い
ま
す
。松

山
で
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
を
す
る
よ
り
は
は
る
か
に

経
済
的
で
す
。愛
媛
の
あ
る
有
力
企
業
は「
地
元
の

大
学
生
優
先
で
は
な
く
、都
会
暮
ら
し
の
経
験
者

の
方
を
積
極
的
に
採
用
し
た
い
」と
の
意
向
も
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　
南
豫
明
倫
館
は
戦
後
、財
団
法
人
南
豫
奨
学
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。郷
里
の
先
輩
た
ち
の

献
身
的
な
醵
金（
き
ょ
き
ん
）に
よ
っ
て
昭
和
二
十

八（
一
九
五
三
）年
、東
京
・
上
目
黒
に
完
成
し
た
の

で
す
。昭
和
六
十
一（
一
九
八
六
）年
に
現
在
の
小
金

井
市
に
移
転
し
、こ
れ
ま
で
に
お
よ
そ
千
二
百
人
の

卒
寮
生
を
数
え
、県
内
外
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。平
成
二
十
三（
二
〇
一
一
）年
に
は
公
益
財
団

法
人
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
南
豫
の「
豫
」は「
予
」の
旧
字
で
す
。戦
後
も
一
貫

し
て「
南
豫
奨
学
会
」「
南
豫
明
倫
館
」と
表
記
し
て

き
ま
し
た
。「
南
豫
」は
愛
媛
の
旧
国
名「
伊
豫（
伊
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